
 

 

 

 

 

   

 

出資法人経営状況報告書 
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提    出 

 

令和元年９月２日 

 

 



 

 

出資法人経営状況報告書について 

 

 出資法人経営状況報告書を地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２

項の規定により、次のとおり提出する。 

 

   令和元年９月２日提出 

 

大東市長  東 坂  浩 一     

 

 

   

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

第二期 
（平成３０年６月１日～令和元年５月３１日まで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



事業報告書 

平成３０年６月１日から 

令和元年５月３１日まで 

 

事業の状況 

【事業の経過および成果】 

大東市は、「大東市公民連携基本計画において、能動的なまちづくりによりまちへの矜持を

再構築するために、『自分でつくったまちに住む』を開発理念とし、大東に住み、働き、楽しむ、

ココロとカラダが健康になれるまちをめざしています。 

この計画のリードプロジェクトである「北条まちづくりプロジェクト」は、次世代につながる住宅

地域の再生をはかるために、エリアに点在する公的資産を活用して一体的、段階的にエリア

開発を進めるものです。 

 「morineki プロジェクト」は、そのスタートアップ事業として、市営飯盛園第２住宅の跡地に、

全国で初めて PPP 手法を用いて、借上げ公営住宅・民間賃貸住宅の住宅棟、生活利便施設

等の整備を行うものです。 

当社はこの「morineki プロジェクト」を推進するための特定目的会社として、大東公民連携ま

ちづくり事業株式会社（以下、「コーミン」といいます）の出資により、平成２９年６月１日に設立

されました。PPP エージェントであるコーミンが市のビジョンに基づき、民間事業者の誘致を行

い、当社が大東市とコーミンからの出資および、金融機関からのプロジェクトファイナンスで事

業を実施するというものです。 建物は当社が所有し、大東市はその民間賃貸住宅を市営住

宅として借り上げる他、公園・河川・周辺道路の整備を行います。  

今期は、民間事業者の誘致や金融機関とのファイナンス協議に目処がついたことから、平成

３０年７月１６日付けで大東市およびコーミンと「大東市北条まちづくりプロジェクト基本協定

書」を締結し、同８月２１日には市と共催のキックオフトークイベントをキラリエホールで開催し

ました。 

その後、大東市の実施する入居者仮移転、開発許可申請、道路・公園・河川設計、解体工

事、テナントオーナーの事業計画、地元自治会などと密に連携しながら、実施設計業務を完了

いたしました。施工業者の選定も終え、９月からの本格着工、来年秋頃のオープンに向けて準

備を進めているところでございます。 

【財政状態】 

 当事業年度における財政状態は、現在借入金は無く、純資産は 1 億 8 千 3 百 31 万円です。 

 

 

 















 
 
 
 
 
 
 
 
 

第三期 
（令和元年６月１日～令和２年５月３１日まで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



事業計画書 

令和元年６月１日から 

令和２年５月３１日まで 

  

 

「北条まちづくりプロジェクト」の第１期エリアである「morineki エリア」の令和２年秋頃のオー

プンに向け、公園工事などの関連工事との調整も測りながら予定通りに工事工程を進め、完

工させるということが来期の最も重要な事業となります。 

開業までの各種手続きおよび資金の管理を徹底し、金融機関の融資条件を守り、収支計画

のさらなる精度アップに努めてまいります。 

大東市やコーミンとも連携し、運営にかかる計画も進めてまいります。 

仮移転されている入居者の皆さま、近隣住民の方々、テナントオーナーの方々、市民の

方々とも一緒に、オープンを楽しみに出来るような対話やプロモーションなども行って行きたい

と考えております。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷物番号 

３１－４１ 

                     

 

  


